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1.研究成果
津高牧場における和牛系統の変遷について
野久保 降 ･川畑昭洋 (岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター)
岸 田男 朗 ･及 川卓 郎
目的
岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センタ
ー津高牧場は,附属農場津高牧場として1977年に開
場し,おもに子牛生産と通じて雌牛の改良を行って
きた｡岡山県はわが国最古の記録が残る蔓午の伝統
を引き継ぐ和牛の原産県であるが,岡山県産の系統
は減少する傾向が続いていた,そこで,津高牧場は
岡山県独自の和牛系統の発展維持を目的に開設され
た経緯をもつ｡これまでに800頭以上の子牛を生産
してきた実績があり,最近は岡山県の遺伝的能力評
価値において,上位にランクされる優良牛の保有す
るにいたっている｡この報告では,津高牧場雌牛の
和牛系統の変遷について明らかにし,今後の改良に
これまでの成果を活かすことを目的に分析を行っ
た｡
材料および方法
津高牧場で保管している繁殖雌牛の登録簿および
生産子牛の登記簿を使用 した｡分析対象年次は,
1992年から2004年までの12年間で,3年間隔で分析
した｡種雄牛の系統分類は以下のように行った｡和
牛の系統は,下前一清国系 (SH-KY),安達系 (AD),
藤良系 (FY),藤良 ･但馬系 (FYITJ),但馬系 (TJ),
気高系 (KD),藤良 ･気高系 (FY-KD),その他
(Others)に分類した｡
結果および考察
和牛系統の推移
図 1は,繁殖雌牛の推移についてみたものである-
繁殖雌牛の頭数は,40頭から45頭の範囲で推移して
いたが,最近は40頭までの頭数に納まっている｡図
2はそのデータに含まれる種雄牛数の推移について
みたものである｡種雄牛数には増加傾向がみられ,
繁殖雌牛の種雄牛として多様な種雄牛がつかわれて
いることがわかるしこれは,精液入手先の多様化と
(岡山大学大学院自然科学研究科)
国の肉用牛鹿肉能力平準化促進事業の結果であろう
と思われるノ
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図1 調査データに含まれる繁殖雌牛頭数の推移
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図2 調査データに含まれる種雄牛数の推移
図3は繁殖雌牛の系統構成の推移についてみたも
のである｡1992年には下前一清国系統だけで構成さ
れていた繁殖雌牛は次第に変化し,安達系,藤良系
と藤良一但馬系の割合が増加していった｡現在では,
但馬および気高系なども含まれるようになり,かな
り多様性に富む系統構成となっている｡岡山県独口
の系統といわれている下前一清国系統は全体の20%
程を占めていた｡だが,岡山県の系統が成立にかか
わ-)ている藤良系を含めてみてみると,岡山県の系
統は依然として6,7割を占めている｡
lqt]4は千年における系統構成の推移についてみた
ものである｡子牛の系統をみると,1992年には J{
前一清同系と藤良系の子牛だけが生産されていたの
に対して,F前一清国系は次第にその割合を減らし,
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図3 繁殖雌牛の系統構成の推移
荏)SH-KY:下前一滴国系,AD:安達系,FY:藤良系,
FYITJ:藤良･但馬系,TJ:位馬系,KD:気高系,
FY-KD:藤良･気高系,Others:その他
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図4 繁殖雌牛の系統構成の推移
注)SHIKY:下前一滴国系,AD:安達系,FY:藤良系,
FY-TJ:藤良･但馬系,TJ:位馬系,KD:気高系,
FY-KD:藤良･気高系,Others:その他
代わって藤良系および藤良一但馬系の割合が増加し
ていった｡最近ではほとんどが藤良系とそれと関係
CI)深い藤良一但馬,藤良一気高系で構成されてい
た(
系統構成の現状
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図5 繁殖雌牛の父牛.母方祖父牛.母方曽祖父牛の
系統構成
注)SH-KY:下前一治国系,AI):安達系,FY:藤良系,
FY-TJ:藤良･但馬系,TJ:位馬系,KD:気高系,
FYIKD:藤良･気高系,Others:その他
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凶5は現有雌牛の種雄牛 (Sire),母方祖父半
(MGS),母方曽祖父牛 (MGGS)の系統構成に-)
いてみたものである｡MGGSでは下前一滴同系が半
分を占め,それについで藤良系も30%以 ヒの割合を
占めていた｡MGSでも同様の傾向がみられたが,
MGGSの系統構成に気高系が加わるなど若ニー~多様性
が増していた｡これを種雄牛の系統でみてみると,
かなり多様性が増していることがわかる,.全体とし
て和牛を構成する各系統が混ざり,系統ごとの分類
が困難になる傾向にあることがわかる｡野村 ら
(1987)は1980年代のなかばまでは,中国地方の黒
毛和種集団に明確な分集団が存在することを報告し
ている｡しかし,2000年代に入ってからの報告 (香
田ら,2002)によると,急激に集団間に遺伝的差異
がみられなくなっている｡したがって,1990年に入
ってから黒毛和種集団間の多様性が失われていった
と思われ,津高牧場にみられた本分析の結果と一致
した｡
まとめ
津高牧場で飼われている雌牛の系統構成をみてみ
ると,近年急激に多様化していることが明らかとな
った｡千屋午とも呼ばれる岡山県独自の下前一清国
系統の割合は減少し,そのほかの系統の割合が増加
している｡藤良系も岡山県の系統に分類されている
が,系統構成からいうと,岡山,島根,兵庫の系統
から合成された系統ということができる｡ある意味
現在の多様化する系統構成を先取りした系統といえ
る｡系統別の分類にみられるこのような多様化傾向
は全国的な傾向と 一致し,和牛系統にみる地域性は
失われていくものと思われた,
参考文献
(社)全国和牛登録協会 (1982) 和牛種雄牛系統
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野村哲郎 ･林浩 ･佐々木義之 (1987) 中国地方に
おける黒毛和種集団の繁殖構造と遺伝学的分析.
日畜会報,58:21-27.
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津高牧場生産午の肉質に関する最近の傾向について
野久保 隆 ･川畑 昭 洋 (岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センタ-)
岸 出方朗 ･及 川 卓 郎
目的
津南牧場はおおよそ30年前に岡山和牛の改良維持
をはかるために開設され,これまで800頭以上の子
牛を生産してきた｡この間,優良種雄牛系統に属す
る種雄牛精液の積極的な利用,飼養管埋技術の向上
などにより,着実な生産を維持している また,港
近の岡山県の遺伝的能力評価値において, 一位にラ
ンクされる肉質の優れた個体を生産するなど改良面
の成果も出てきている｡この報告では,津高牧場生
産子牛のうち,県内で肥育された肥育牛の成績を分
析し,最近15年間の肉量,肉質の推移について明ら
かにしたので報告する｡
材料および方法
分析に供したデータは,津高牧場産の子牛のうち,
1989年から2004年までの16年間に岡山県内の肥育場
で肥育された肥育牛124頭の格付け成績 (日本食肉
格付協会,1988)である-データは岡山県総合畜産
センターで集積したものを使用した｡分析には岡山
大学総合情報基盤センター内のワークステーション
で利用可能なSAS(1991)統計システムを利用した｡
分析 した形質は,枝肉重量 (kg),ロース芯面積
(cm2),バラの厚さ (cm),皮下脂肪厚 (cm),
BMSNo, きめ,しまり,牛肉色基準,乍脂肪色基
準の9形質である｡
結果と考察
図1は,16年間のデータに含まれる年次ごとの記
録数について示したものである｡
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図 1 調査対象データ数
(岡山大学大学院自然科学研究科)
データの多い年は,2003年の17頭のデータが収集
されている年である_また少ない年は,1999年の2
頭,1990年の4頭などがあるC1992年から1998年の
期間と2002年から2004年の期間には多くのデータが
記録されていた一
図2は,出荷月齢の推移を見たものである(プロ
ット点は算術平均借,平均値から上 卜に伸びた線分
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図2 出荷月齢平均値 (±標準偏差)の推移
は標準偏差を表している｡1990年代の前半には出荷
日齢が遅れる傾向があったが,その後は早まる傾向
がみられた｡1996年から1998年にが ナては,枝肉価
格が低迷 していた時期にあたり (岡山県畜 産会,
2001),これが出荷月齢の早まる原岡と考えられた-
2000年以降は30ケ月齢付近で推移してきたが,2004
年は早まる傾向がみられている｡2001年秋にわがLE]
で最初のBSE牛が見つかっており,その後の出荷月
例に影響しているものと思われる
図3は枝肉重量の推移をみたものである｡枝肉車
量は,全体的にほぼ400kgを超えるあたりで推移し
600
500
400
300
200
loo
0
♂ ぜ 耳 ♂ ♂ ♂ ♂ ぜ ♂ ぜ ♂ ♂ ♂ ♂ 辞 が
図3 枝肉重量 (kg)平均値 (±標準偏差)の推移
ていたが,2000年,2001年の2年間は低い傾向がiL
られた｡1994年から1998年までの枝肉重量の増加は,
出荷日齢の遅延を伴っておらず,個体の増体性に起
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因することが示唆された｡おそらく増体性の良い牛
が多く生産された時期と思われる｡
図4はロース芯面積の推移をみたものである｡明
確な傾向はみられなかったが,1990年代の50cm2以
下の水準から2000年以降上昇する傾向がみられた｡
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図4 ロース芯面積 (cm2)平均値 (±標準偏差)の推移
この望ましい傾向は,遺伝的改良の結果であろうと
思われる｡
図5は枝肉のバラ厚の推移を見たものである｡ほ
ぼ7cm前後で推移し,明確な傾向はみられなかっ
た｡バラ厚は歩留まり基準値の算定要素になってい
ぜぜ耳♂ぜ♂♂ぜ♂♂♂♂♂♂♂♂
図5 バラ厚 (cm)平均値 (±標準偏差)の推移
る形質であり,ある程度肥育技術の熟練により安定
した推移を示していると思われる｡
図6は皮下脂肪厚の推移を示している｡皮下脂肪
はいずれの年においても標準偏差が大きく,変動の
大きい形質であることがわかる｡1996年から1999年
# ぜ 耳 .fbq"♂ ♂ ♂ ♂ 耳 ♂ ♂ .6㌔ ♂ ～bQレ♂ ♂
図6 皮下脂肪厚 (cm)平均値 (±標準偏差)の推移
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にかけて平均値も大きいが,標準偏差も大きく,皮
下脂肪計測値にかなりのバラツキがあったことが示
唆されている｡1995年から1997年にかけては,枝肉
価格が低迷した時期に当たり(岡山県畜産会,2001),
市場の影響が肥育期間,飼料の節約などを通して,
上記の結果に影響している可能性がある｡
図7は,BMSNo.の推移をみたものである｡全体
の傾向としては,1990年前後に高い水準にあったも
のが,1992年に急激に低下し,1995年以降徐々に上
ぜ ♂ 耳 ♂ ♂ ♂ 潅 ぎ 耳 ♂ ぜ ～GfS'♂ ♂ ♂ ♂
図7 BMSNo.平均値 (±標準偏差)の推移
昇する傾向を示していた｡BMSNo.も標準誤差の大
きい形質である｡2003年にはこのデータで記録され
ている津高牧場生産牛における最高値,BMSNo.ll
の個体の成績が含まれている｡
図8はきめの推移を示した図である｡ここでも
BMSNo.と同様の傾向を示し,1992年で低く,その
後2004年にかけて徐々に上昇する傾向がみられてい
♂ ♂ ダ 耳 ♂ ♂ ♂ ㌔ 耳 ♂ ♂♂♂ ♂ ♂ ♂
図8 きめ平均値 (±標準偏差)の推移
る｡
図9は,しまりの推移について示した図である｡
BMSNo.,きめと異なり,平均が低かった時期は,
1998年と2000年であった｡しまりにおいてもその後
2004年にかけて上昇する傾向にあった｡しまりの低
下した時期に標準誤差が大きくなっているのが特徴
であり,評価値がバラついたことがうかがえる｡評
価が厳しくなった可能性も考えられる｡
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図9 しまり平均値 (±標準偏差)の推移
図10は,年次に伴う牛肉色基準の推移を示した図
であるoやはり,BMSNo.と同様の傾向を示し,良
ぜ ぜ 耳 耳 ♂ ♂ ♂ ♂ 耳 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂
図10 牛肉色基準 (BCS)平均値 (±標準偏差)の推移
初高かった表価値が1992年から低下し,その後徐々
に上昇する傾向がみられた｡
図11は年次ごとの牛脂肪色基準の推移を示した図
である｡脂肪色の推移においてもBMSNo.,きめ,
しまりおよび牛肉色基準などの形質と同様に凹型の
傾向を示した｡この原因については今後他のデータ
ともあわせて検討する必要がある｡
♂ ぜ 耳 耳 ♂ ♂ ♂ ぜ 耳 ♂ ♂ ～bqQ♂ ♂ ♂ ♂
図11 牛脂肪色基準 (BFS)平均値 (±標準偏差)の推移
まとめ
以上の結果をまとめると,枝肉重量では1990年代
中期で,高くなる傾向がみられた｡この原因には増
体性で優れた個体に寄与するところが大きいものと
考えられた｡一方,BMSNo.,きめ,しまり,牛肉
色基準および牛脂肪色基準などの肉質に関する多く
の形質では,これと逆の傾向がみられた｡この原因
としては遺伝的な改良の効果,市場の環境的な要因
が考えられるが,確かな結論を得るには至らなかっ
た｡今後のさらなる分析が必要である｡
参考文献
岡山県畜産会 (2001)肉用牛繁殖経営診断成績
SAS(1991)Statisticalanalysissystem.SASinstitute,
SASInc.Cary,USA
(社)日本食肉格付協会 (1988)枝肉取引規格解説
EaEヨ
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津高牧場における粗飼料生産量の年度別変化
川畑 昭洋 ･野 久保 隆 (岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター)
岸 田芳朗 ･及川卓郎
はじめに
本学津高牧場は1976年から草地造成が始まり,
1977年5月から放牧を開始した｡造成当初,排水怪
が悪く,機械による作業の困難な草地があるなど生
産性の低い状況であった｡その後,排水溝の設置や
堆肥の施用,飼料作物の導入などにより徐々に生産
量が増加し,現在ではほぼ安定した収量が得られる
ようになった｡そこで,今後の飼料生産を考える上
でも,1978年から2004年までの粗飼料生産がどのよ
うに変遷してきたかをデータとしてまとめ,検討し
た｡
生革換算収量の算出方法
1978年度から2004年度までの期間における,租飼
料の収穫記録及び放牧記録を元に算出をした｡収穫
記録は収穫時にトラックスケールで秤量した数値を
用いた｡生草換算方法は,青草については基本的に
そのままとし,一部水分含量に応 じて1.5-2.0倍,
サイレージ用は水分含量により1.5-3.0倍,乾草は
5.0倍の係数を乗じた｡ただし,乾草についてはへ
イベ-ラーのカウンターで結束数を数え,別に測定
した1個当たりの平均重量を乗じた後に5倍にして
計算した｡放牧による収量は1日1頭当たり採食量
を40kgとし,放牧記録から放牧延頭数を乗じ換算し
た｡なお,1994,1995年のデータについては欠測値
とした｡
結果と考察
津高牧場における各年次の利用形態別生草換算収
量を表1に示した｡まず,年度ごとの収量をみると
1978年から1980年代まで,収量に年度ごとのバラツ
キがみられた｡しかし,1990年以降はほぼ安定した
収量を得られる傾向となった｡そして,10a当たり
の収量も同様の傾向を示した｡2002年から2004年の
収量低下は長雨による播種期の遅れや,夏場の少雨,
台風など天候不良が影響した｡1980年代までの収量
のバラツキは現在の安定した生産体制になる過程
で,草地の造成や隣接する岡山空港造成に伴う用地
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(岡山大学院自然科学研究科)
交換などによって,生産基盤が整備されていなかっ
た事も原因のひとつと考えられる｡
飼料作物を利用形態別に見てゆくと,それぞれ年
度によって状況が変化した｡これは年度毎の天候の
影響や新しい作業機械の導入などによるものであ
る｡青刈りについては,1984年に収穫機を導入した
ことにより利用率が上昇した｡また,サイレージに
おいては当初手作業による取出しをするサイロであ
ったが,アンローダー式の気密サイロの設置により,
一時期低下していた利用率が1991年以降増加した｡
1996年の収量は,この年からトウモロコシの作付け
を始めたものの,イノシシの被害により一部の草地
で収穫困難となり,青刈り用に収穫したため低下し
た｡2002年と2003年のサイレージ収量は,天候不順
による生育不良や,台風による作物の倒伏被害,そ
れに伴い草地からの排水が困難となり,ハーベスタ
ーによる収穫が困難となったため,結果的に青刈り
へ変更したことにより低下した｡乾草については天
候に左右されることが大きく,年度によるバラツキ
が大きくなっている｡1988年から1990年にかけて収
量が多くなっているのは,サイレージ生産を抑えて
スーダングラスなど乾草用作物を多く作付けしたた
めであった｡このよう･に,採草地における利用形態
別の収穫量は,その時々の天候や機材の状況によりこ
青草として利用したり′,√サイレージに変更したりし
ているため年度ごとにバラツキが生じる結果となっ
た｡また,放牧による収量は,年度ごとの放牧頭数
と日数によって増減した｡牧場開設以降放牧による
収量は少しずつ増加してきた｡これは飼養頭数の増
加に伴うものである｡1996年以降減少傾向になった
のは,繁殖牛の減少によるものであり,2003年以降
は飼養頭数を増やしたため放牧による収量も増加し
た｡
ここ十数年,全体の粗飼料生産量は頭打ちの傾向
を示している｡この原因のひとつとして考えられる
のは,採草地における排水不良で,同一圃場内での
生育にかなりバラツキが見られる｡今後は,さらな
る土壌改良や排水溝の設置方法などを改善すること
表1 津高牧場における年次別･利用形態別生葦換算収量
生草換算収量 (kg)
年度
??? ???
サイレージ 放牧 合計 収量/10a
1978
1979
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1996
I997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?????? ??? ?? ?? ? ?? ? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
?????ーーー? ????????ー
? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ????? ?? ?
???????????????? ?????????
????????????????? ー ?????? ?? ???????
?
21,600 122,300 260,600
????????
,000 147,400 392,300
,800 161,100 343,100
,900 191,200 401,900
,600 273,300 455,900
,100 172300 442.700
,300 139,200 452,400
93,800 130,100 356.800
152,000 158,600 480,800
53,900 211,400 469,100
90,400 243,600 559,500
20,600 241,900 436,200
48,000 330,100 661,600
150,800 227,300 569,800
122,016 220,080 536,826
122,016 220,080 536,826
? ?? ?? ??? ??? ?ー ?????????
,040 1g7,720 523,330
07,904 201,080 509,814
31,212 184,960 533,102
69,310 190,600 508,385
91,060 178,360 535,050
86,130 164,720 533,475
88,020 136,240 400,290
67.975 91,960 175,240 438,185
46,550 42,870 173,000 459,070
? ?? ?? ?
で,生産性を向上させることが期待される｡一方,
乾草の生産に関しては天候の影響を受け,雨による
収量の減収や,収穫時期の遅れが夏作の播種時期を
大きく遅らせ,秋に播種をするイタリアンライグラ
スの播種時期にも影響し,生産量が落ちるなど悪循
環になる年もある｡この対策としてはロールベール
のラップサイレージの導入により,収量のロスが改
善されると思われる｡また,近年は作業する人員も
少なく,学生実習も激減している｡そのためにも,
乾草調製作業をスムーズに行うためロールベ-ラー
を導入し,機械による作業を検討する必要があると
考えられる｡今後,岡山･八浜農場での飼料生産は
期待できない状況にあることから,津高牧場におけ
る粗飼料生産の増産を図る必要がある｡しかし,人
員に限りがあるため,作業機械や施設の改修による
省力化を進めない限り増産は難しい状況にあり,よ
り具体的な検討が必要である｡
参考文献
斉藤克己 ･小寺将之 ･山奥隆 ･岸田芳朗,1982:津
高牧場開設当初の5ヶ年における草地の栽培と利
用の変遷,岡山大学農学部農場報告,5,32-38.
岸田芳朗 ･斉藤克己 ･山奥隆 ･小寺将之,1985:追
成初年度草地と塾畑草地におけるデントコーンの
生育相と収量,岡山大学農学部農場報告,8,28-
32.
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2.技術部の研究継続課題
(1)クロッピングシステム部門
担当者 :山奥隆 ･酒井富美子
1)カンショの本畑採甫法開発
2)カボチャ栽培におけるエンバク間作の活用
3)サ トイモにおける親イモの種イモへの活用
(2)汎用耕地部門
担当者 : 多田正人
1)水稲栽培における緩効性窒素肥料の肥効試験
2)水田の地力向上に対する生わら連用の効果
3)八浜水田におけるカキ殻部分への肥効試験
(3)装置化生産部門
i.果樹部
担当者 :近藤毅典 ･永田恵美
1)教育 ･研究用果樹園の管理法
2)果樹の特性,作業の能率,労力の軽減を考え
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た落葉果樹の栽培
i.野菜 ･花き部
担当者 :山本 昭
1)少量培地によるトマトの養液栽培
2)イチゴ栽培における糖度の向上と収量の安定
化
3)スイカの省力栽培
4)カーネーション･スターチスにおける移植後
の高温ストレス回避
(4)山地畜産部門
担当者 :野久保隆 ･川畑昭洋
1)山地畜産開発による肉用牛の生産技術
2)受精卵移植技術を用いた岡山和牛の改良
3)放牧草地における集約的利用管理技術
4)放牧による野草地の省力管理技術
3.センターを利用した研究課題一覧
研 究 課 題 利用分野等 (学部)
水田における蒸発散量と二酸化炭素フラックスの測定
｢土壌物理実験｣における水田調査実習
気温上昇が作物の物質生産に及ぼす影響
異なる施肥条件に生育した水稲品種の窒素利用効率
高温がダイズの開花 ･結束に及ぼす影響
数種作物の乾物生産と成長効率
気温上昇がダイズの開花 ･結英,子実収量に及ぼす影響
ダイズの耐倒伏性における品種間差異
水稲の窒素利用効率における品種間差異
コムギの乾物生産と暗呼吸に及ぼす窒素施肥の影響
水田内における水禽類の生産性に関する研究
水禽類の耐水性に関する研究
アヒルを組み合わせた飼料イネの生産性と飼料特性に関する
研究
アゾラーアヒル水稲同時作に関する研究
栽培条件の違いがモモ果実の品質に及ぼす影響
Dormancyofgrapevinebudanditsterminationbythe
applicationofchemicals
モモ果実の生理障害 "あん入り症"の発生要因について
モモ 清`水白桃●における生理的落果の発生軽減に及ぼすジ
ベレリン処理の影響
強摘果したモモ 清`水白桃'における生理的落果と種子発育
との関係
ブドウの花芽分化に及ぼす栽培条件の影響とその品種間差異
モモ 紅`清水'の落果に及ぼす種子への傷害処理およびジベ
レリンとその生合成阻害剤処理の影響
地表面熱収支研究
RI基礎実験の一部 (環境放射能 ･放射線の測定)として､
カリ肥料の放射能の測定
昆虫の採集と分類研究 (｢ショウジョウバエの集団遺伝学｣)
水田上の乱流フラックスの測定
環境理工学部
環境理工学部
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
作物生産技術学 (農)
家畜生産技術学 (農)
家畜生産技術学 (農)
家畜生産技術学 (農)
家畜生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
圃芸生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
園芸生産技術学 (農)
理学部
生物資源科学 (農)
岡山理科大学理学部
理学部
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4.センタ-を利用した研究の著書 ･原著論文 ･報告書 ･口頭
発表一覧
(1)著書 ･雑誌など
久保田尚浩 :落葉果樹の栽培 ･利用 3ブドウ,
農学基礎セミナー 新版果樹栽培の基礎 (杉浦
明編著),132-157,農山漁村文化協会,東京.
久保田尚浩 :落葉果樹の栽培 ･利用 5モモ,農学
基礎セミナー 新版果樹栽培の基礎 (杉浦 明
編著),174-193,農山漁村文化協会,東京.
久保田尚浩 :落葉果樹の栽培 ･利用 6スモモ,農
学基礎セミナー 新版果樹栽培の基礎 (杉浦
明編著),194-197,農山漁村文化協会,東京.
岸田芳朗 :アイガモ.栽培の実際/施肥技術.稲作
大百科第2版第3巻,477-482.農山漁村文化協
会,東京.
(2)原著論文
Sakata,K.,Hoque,M.A,Hirai,T.,Tsukaguchi,D.,
Tomaru,M.,Suzuki,K.andOikawa,T.:
Estimationofgeneticparameters,andgenetic
andenvironmentale#ectsonprogenycarcass
traitsofanucleusbreedingpopulationin
JapaneseBlackcattle.TohokuJournalof
AgriculturalResearch55:1-10.
Hoque,M.A.andOikawa,T∴Comparisonand
relationamongdifferentestimatesofresidual
feedintakeforJapaneseBlack(Wagyu)buls.
AnimalScienceJournal75:201-205.
Hoque,M.A,Hiramoto,RandOikawa,T.:Genetic
relationshipoffeedefficiencytraitsofbulswith
growthandcarcasstraitsoftheirprogenyfor
JapaneseBlack(Wagyu)catle.AnimalScience
Jouma176:107-114.
Saitoh,K.,Nishimura,K.andKuroda,T.:
Characteristicsof且Oweringandpodsetinwild
andcultivatedtypesofsoybean,PlantProduction
Science,7,172-177.
Saitoh,K.Nishimura,K.andKuroda,T.:
Comparisonofleafphotosynthesisbetweenwild
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andcultivatedtypesofsoybean,PlantProduction
Science,7,277-279.
山本永真 ･松江勇次 ･斉藤邦行 ･黒田俊郎 :岡山県
における主要水稲品種の食味と理化学的特性,
岡山大学農学部学術報告,93,51-58.
(3)報告書その他
Potjanapimon,C.,Ikuta,Y"Kubota,N.,Fukuda,F.
and Oho,T∴ Differencesin chiling
requirementforbudbreakamongtetraploid
grapecultivars.ACIARTechnicalReports61:54-
62.
及川卓郎 :新刊書の紹介-生物進化の謎を解 く-
(猪貴義著).岡山実験動物研究会報21:38.
岸田芳朗 ･島谷直幸 :合鴨水稲同時作における0日
齢放飼に関する実証試験一岡山県北部版 ･予
報-,合鴨通信,全国合鴨水稲会,39,臥lo.
藤栄剛 ･井上憲一 ･岸田芳朗 :全国アンケート調査
からみた合鴨稲稲作への取組の特徴,合鴨通信,
全国合鴨水稲会,39,29-33.
三宅豊彦 ･苫田宏 ･岸田芳朗 :アヒルーアゾラ 水ー
稲同時作に挑戦,その成果は?-0日齢放飼で,
出穂期以降も水田内でカモの飼育を継続-,令
鴨通信,全国合鴨水稲会,39,34-35.
岸田芳朗 :合鴨水稲同時作の基本的な考え方と技
術一農民 ･生活者編-,合鴨通信,全国合鴨水
稲会,39,37-48.
岸田芳朗 :食青のスタートは料理から,命の糧とし
ての食を伝えて !.ももちゃいるど,子育て
NPO情報誌,15,41.
黒田俊郎 :ダイズにおける適応戦略としての花器脱
落制御機構,平成13年度～平成15年度科学研究
費補助金 (基盤研究 (C)一般(2)研究成果報告
書)
(4)口頭発表 (ポスター発表を含む)
豊島智子 ･福田文夫･笹連幸男 ･藤井雄一郎 ･久保
田尚浩 :草生栽培がモモの新梢生長,果実肥大
および果実品質に及ぼす影響,園芸学会雑誌,
73(別2) :129.
久保田尚浩 ･内倉康幸･高田大輔 ･福田文夫 ･笹遠
幸男 ･藤井雄一郎 :モモ果実の生理障害 あ`ん
入 り症'の特徴,園芸学会雑誌,73(別2) :
130.
福田文夫 ･浅野良美 ･久保田尚浩 :強摘果したモモ
1青水白桃'において種子の発育不良を誘起す
る要因,園芸学会雑誌,73(別2) :333.
高田大輔 ･福田文夫 ･久保田尚浩 :勢定強度の違い
がモモの赤肉呆発生ならびに果実肥大と樹体生
長に及ぼす影響,園芸学会雑誌,73(別2) :
334,
福田文夫 ･大塚聖美 ･笹連幸男 ･藤井雄一郎 .久保
田尚浩 :生理的落果の発生程度が異なるモモ品
種における果実発育の比較,園芸学会中四国支
部大会研究発表要旨,43:17.
高田大輔 ･福田文夫･久保田尚浩 :モモの赤肉果発
生と微量要素含量との関係,園芸学会中四国支
部大会研究発表要旨,43:18.
Rai,N"RPoemanto,N.Kubota,F.FukudaandN.
sugiyama:Shootgrowth,distributionof13C-
photosynthatesandmineralcontentsinseedling
andgra允edyoungmangosteentrees.Japanese
JournalofTropicalAgriculuture.,48Extraissue
2:97-98.
富山雅光 ･及川卓郎 ･佐野通 ･森尚之 ･荒金知宏 :
バークシャー種における育種遺伝学的分析,節
81回日本養豚学会大会講演要旨,19.
及川卓郎 ･山田邦子 ･富山雅光 ･平井朋和 ･塚口大
祐 ･都丸摩有子 :肉用牛の産肉能力に対する競
合性効果の予備的分析,日本畜産学会第104回
大会講演要旨,84.
Hoque,M.A,T.Oikawa andK.Hiramoto:Progeny
carcasstraitsandtheirgeneticrelationswith
feedefficiencytraitsofWagyusires,日本畜産
学会第104回大会講演要旨,86.
富山雅光 ･及川卓郎 ･佐野通 ･森尚之 ･荒金知宏 :
岡山県総合畜産センターのバークシャー種にお
ける環境効果および遺伝性に関する基礎的検
討,日本畜産学会第104回大会講演要旨,87.
及川卓郎 ･永田綾乃 ･富山雅光 ･鈴木啓一 ･門脇
宏 ･柴田知也 :デュロック種産肉形質における
直接遺伝効果と競合性効果の遺伝的パラメー
タ,第83回日本養豚学会大会講演要旨,5.
富山雅光 ･及川卓郎 ･佐野通 ･森尚之 ･荒金知宏 :
岡山のバークシャー種における改良形質の検
討,第83回日本養豚学会大会講演要旨,6.
及川卓郎 : ｢ポスター発表-大学農場アピール｣山
陽圏フィールド科学センターの概要,平成16年
度全国農場協議会,北里大学,函館市芸術ホー
ル.
岸田芳朗 :化学物質が身の回りに氾濫している現実
を直視し,身を守るために,第5回日本有機農
業学会大会資料,38-39.
岸田芳朗 ･島谷直幸 :合鴨水稲同時作における0日
齢ヒナ放飼の可能性,第5回日本有機農業学会
大会資料,94･96.
島谷直幸 ･岸田芳朗 :岡山県北部における0日齢放
飼に関する実証試験,おかやま合鴨水稲会現地
技術検討会 ･現地学習会,3-4.
岸田芳朗 :環境保全型農業としての有様農業の可能
性,平成16年度岡山県第9回ふるさとももたろ
う塾特定テーマ講座.
岸田芳朗 :岡山のスローフードを考える一日産自消
のすすめ一岡山市立興除公民館 ｢なちゅらる生
活宣言｣講座.
岸田芳朗 :天然な食と農をめざしませんか ?.岡山
市立中央公民館 ｢天然生活はじめませんか｣講
座.
岸田芳朗 :農と命と食を考える.岡山｣県邑久町農業
少年団講演会.
斉藤邦行 ･北原利修 ･黒田俊郎 :時期別倒伏処理が
ダイズの子実収量に及ぼす影響-エンレイを用
いた場合-,日作紀73(別1),82-83.
斉藤邦行 ･三野智子 ･黒田俊郎 :ダイズの耐倒伏性
と押し倒し抵抗値との関係一生態型の異なる10
品種間の比較-,日作紀73(別 1),84-85.
北野待子 ･斉藤邦行 ･黒田俊郎 :ダイズの節間伸長
におよぼす光条件の影響,日本作物学会中国支
部講演会鳥取大会,日本作物学会中国支部研究
集録45号,20-21.
大江和泉 ･斉藤邦行 ･黒田俊郎 :気温上昇がコムギ
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の生育収量,乾物生産におよぼす影響,日本作
物学会中国支部講演会鳥取大会,日本作物学会
中国支部研究集録45号,24-25.
村上倫啓 ･斉藤邦行 ･黒田俊郎 :数種作物の器官別
成長効率の比較,日本作物学会中国支部講演会
鳥取大会,日本作物学会中国支部研究集録45号,
36-37.
Oh-C,I.,Saitoh,KandKuroda,T.:Efectsofrising
temperatureongrowth,yieldanddry一matter
productionofricegrowninthepaddyfield.
Proceedingsforthe4thInternationalCrop
ScienceCongress,Brisbane,Australia,26
September-1October2004.
(ww .cropscience.org.au)
Saitoh,K.,Nishimura,K.andKuroda,T.:
Comparisonsofgrowthandphotosynthetic
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